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長屋を管理する大家は、家主・家守（やも
り）とも呼ばれますが、長屋の所有者ではあ
りません。大家はいわば管理人。 
家賃の徴収や賃借の手続き、家の修理など
のほかに、店子と奉行所の間に入って、出
産、死亡、婚姻などの届出も行っていまし
た。 
また、今でいう警察沙汰の事件や、勘当、

江江江江戸戸戸戸時代時代時代時代のののの長屋長屋長屋長屋のののの構造構造構造構造

長屋には表通りに面した「表長屋」と路地を入った「裏長屋」
の2種類あります。 
表長屋は店舗と住居が一体となった形式で、裕福な層が住
んでいました。 
対する裏長屋は一般庶民の住居。現在のアパートといった
ところでしょうか。 
一室の広さは、間口が9尺（約2.7m）、奥行きが2間（約3.6m）
で、畳6畳分だったそうです。
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古典落語古典落語古典落語古典落語のののの中中中中にはにはにはには港港港港区区区区をををを舞台舞台舞台舞台としたとしたとしたとした噺噺噺噺がががが数数数数多多多多くありますくありますくありますくあります。。。。 

さまざまなさまざまなさまざまなさまざまな落語落語落語落語のののの世界世界世界世界をををを通通通通じてじてじてじて、、、、江江江江戸戸戸戸からからからから続続続続くくくく港港港港区区区区のののの歴歴歴歴史史史史とととと今今今今をををを訪訪訪訪ねてみましょうねてみましょうねてみましょうねてみましょう。。。。

落語落語落語落語「「「「小言幸兵衛小言幸兵衛小言幸兵衛小言幸兵衛」」」」あらすじあらすじあらすじあらすじ

―― 麻布古川に住む家主の田中幸兵衛は、世話好きだが小言ばかり言うので「小言幸兵衛」と呼ばれていた。 
たとえば、表長屋の貸し家札を見て店を借りにきた人の尋ね方が悪いと、礼儀を知らないやつには貸せないと断ってしまう
ほどだ。

ある時、※搗（つ）き米屋が店を借りにくると、幸兵衛はこう言った。 

「搗き米屋にはうらみがある。先妻が死んだ後、その妹を後妻にしたが、先妻の位牌が毎朝後ろ向きになっているのを気に
して病気になってしまい、短い間に二度も葬式を出すことになった。不思議に思って、ある晩、徹夜で仏壇をにらんでいると、
隣の搗き米屋がずしんずしんと米を搗く振動で位牌が動き、向きが変わったのだとわかった。二度目の女房は搗き米屋に殺
された」。 
これを聞いた搗き米屋は、驚いて逃げ出してしまった。

その後、非常に丁寧な物腰の仕立て屋が借りにきた。 
幸兵衛が感心して、いろいろ聞いてみると、夫婦には二十歳になる息子が一人いて、なかなかの男前だという。 
すると、とたんに幸兵衛は機嫌が悪くなり、貸せないという。 
わけを聞くと、仕立て屋の一人息子と向かいの古着屋の一人娘がいい仲になり、両家が婿にはやれず、嫁にも出せないと
言えば心中になるからいけないと言う。 
仕立て屋は呆れて帰ってしまった。

入れ違いに飛び込んできた乱暴な口調の男と幸兵衛とのやり取りが、このお噺の面白い所。 
「お前さんの職業は」「鉄砲鍛冶だ」「道理でぽんぽん言いどおしだ」。

※江戸の米屋は米を仕入れて玄米のまま売っていました。それを精白して白米にするのが搗き米屋でした。
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離縁など、民事的な処理も請け負っていました。 
江戸時代には「大家といえば親も同然、店子といえば子も同
然」というように、借家に住む人たちには公的な権利や義務
はなく、大家が責任や保証を担っていたのです。

 

今今今今もももも続続続続くくくく江江江江戸戸戸戸のののの老老老老舗舗舗舗 ～～～～豆源豆源豆源豆源～～～～

落語の舞台となった江戸時代の日常。 
麻布十番商店街にある「豆源」は幕末の
1865年（慶応元年）創業の老舗豆菓子店
です。 
創業前は炒り豆を肩から提げ、また、屋台
荷車を引いて江戸の町で売り歩いていた
そう。 
すでに歴史的な資料は残っていないもの
の、炒り豆は現在「福豆」として販売されて
います。 

◆◆◆◆豆源本店豆源本店豆源本店豆源本店

港区麻布十番1-8-12  
TEL 0120（410）413（10:00～18:00）  
営業時間 : 10:00～20:00（火曜不定休）

江戸時代に古川町と
呼ばれていた地域
は、二之橋の西側に
ある三角形に区画さ
れた場所にありまし
た。 
「小言幸兵衛」の舞台
となった麻布古川町
は、その区画内の西
側のほんの一角だっ
たそう。 
明治初期になると麻

布古川町は、周辺地域と合併し、麻布新堀町
の一部となり、その名は消滅してしまいます。 
現在はビルが建っていて、当時の長屋の面影
はありません。

麻布と三田の間を流
れる古川は、元々、現
在よりも西側を流れる
小さな川だったそう。 
整備後に現在の位置
になり、旧古川のあっ
た場所は都道415号
線に。麻布古川町は
二之橋と三之橋の間
にありました。 
「江戸切絵図」（東都
麻布之絵図）では川
沿いに「古川丁」とあ
ります。 
現在の二之橋の手前
には大正時代の旧二

之橋の親柱が残っています。
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「江戸切絵図」は古地図のひとつで、落語の本でも引用されています。復刻版としてインターネットで閲覧することもできま
すので、現在の地図と合わせて江戸の町を想像するのも面白いかもしれません。



尾張屋版切絵図を復元した越前手漉き和紙製「江戸切絵図（港区）」をKissポート財団 事業課で取り扱っています。ご
希望の方はTEL.03（5770）6837までお問い合わせください。
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